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16.  Abstract 

バックミラーからのグレアの可能性を、バックミラーとヘッドランプの位置データとロービームの配
光データを用いて、グレアに遭遇するようなシミュレーションを行い定量化した。これは、グレアを受
ける側とグレアの原因となる側2クラスの車両（乗用車、小型トラックとバン[Light trucks and Van, 以後 
LTV]）に対して試行した。 

結果は、グレアの原因となる後続車に遭遇する多くの場合において、異なるクラスの車両や、一車両
においても異なるミラー取付け位置であった場合のグレアの格差が非常に大きくなることを示した。こ
の主な理由として、ミラーがどれだけ低い位置に、ひいては、ロービームのより強い配光パターン部位
に露光されるかを決定する“ミラーの高さ”が強く関連している。LTVと比較した場合の乗用車のミラ
ー、また、中心に位置するバックミラーと比較した場合の運転席側サイドミラーは、より高いグレア値
となる可能性が非常に大きい。上方向にミスエイミングされたヘッドランプでは、絶対的レベルでグレ
アの可能性の差異が増加する。LTVのバックミラーでのグレアの可能性の相対的低さは、しばしばその
車両のプライバシーガラスの低透過率によって更に低くいものとなる。 

今回の結果は、自動防眩ミラーをコントロールするためにグレア光を感知する位置がどこであるべき
かを暗示している。しかし、明確な提言には、(1)バックミラーの実際の取付け高さと、それらミラー
の視野範囲が光を遮る車両の不透明部位によってどう影響をうける可能性があるか、(2)それぞれのミ
ラー視野範囲にグレアの原因となる車両が入ってくる頻度も考慮された、実際の交通において車両が受
けるグレアに対する露光の定量化、これら２点の検討事項を取り込むべきである。 
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